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国立大学法人奈良女子大学学長 自己評価書

学長 今岡春樹

ここに平成28年度の自己評価を行う。

平成28年度は第2 期中期目標期聞からの継続と第3期中期目標期間のスタ ートを切る年

度でもあった。 そこで、 まず第2 期中期目標期間について 「第2 期中期目標期間に係る業

務の実績に関する評価結果」を主として用いながら総括を行う。 なお第2 期中期目標期間

は平成22年度から平成24年度までを野口前学長へ平成25年度から平成27年度までを今

岡現学長 ＃が総理した（以下，キは前学長時の、 町立現学長時の事項である）。

0教育研究等の質の向上の状況はすべて 「おおむね良好」であった。 業務運営・財務内容

等の状況は 「非常に優れているJ又は 「 良好jで、あった。（評価は 5段階で、 非常に優れて

いる、 良好、 おおむね良好、 不十分、 重大な改善事項、 である。）

O教育研究等の質の向上については 「お茶の水女子大学と共同で理系女性教育開発共同機

構を設置して幾つかの教育改革プロジェクトを推進している」＃、 「4 つの研究分野を重点領

域とし多分野融合的な研究を推進したJ＊が評価された。

0業務運営・財務内容等については 「改革推進担当学長補佐を中心とした全学改組の計画

策定」ヘ 「男女共同参画推進に向けて子育て支援システム等を実施したJ ＊＇ 「お茶の水女

子大学と災害時ノくックアップシステムを構築した」 ヰが評価された。

0戦略性が高く意欲的な目標・計画については、 「お茶の水女子大学と連携した生活工学共

同専攻の設置準備J＃、 「年俸制教員制度の導入J ＃が評価された。

0第3期初年度である平成28年度予算に関係する重点支援の評価が行われた。 本学は国立

大学 3類型中②の特色・拠点型を選択した。 このグループの予算削減率は人件費率により

変動し、人件費率が高い本学は1%削減とされた。重点支援の評価により、再配分率が 92.6% 

となった。 これはこのグノレープ15大学中9位（同位に6大学） に入った0，理由はKPIの設

定が不十分のためである。

次に平成28年度について 「平成28年度に係る業務の実績に関する評価結果（原案）Jを

主として用いながら総括を行う。

0戦略性が高く意欲的な目標・計画については、 「文理を超えた幅広い視野を持ち世界に通

用する女性リ ー ダーの育成に関する取り組みJと、 「受け入れ留学生数が147名から167名

に増加、 派遣留学生数が目標数を上回る103名となっている実績Jが評価された。

0業務運営・財務内容等の状況はすべて 「順調jで、あった。 教育研究等の質の向上の状況








